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ここに， 
昔なつかしい縁日の芸を 
復活させたYouTube動画 
「やまがらのおみくじ芸」 
の紹介が入ります 

 
 



１．ローテク＆アナログ教材の復権！ 

• 本当にハイテク＆デジタル教材は教育の場に
有効なのか 

• もちろんその有効性は否定しない！ 

• しかしローテク＆アナログを捨て去るにはあま
りにも忍びない！⇒時代遅れの何が悪い！ 

• 昔がよかったとは口がさけても言わないが 

• そこで計算尺の復権！と行きたいけど，もう誰
も使わない．工場も潰れた． 

• そこで「ノモグラム」の復権！ 



２． ノモグラムとは？ 

• 紙に書かれた簡易計算尺 

• 通常３変数：２変数を知ってもう一つを求める 

• しばしば対数尺を用いる 

• 典型的なのは地震のMを求める尺（米国の
地震学の教科書（Bruce Bolt著にあり） 

• 昔から使われている例：乾湿計から湿度を求
めるものなど 

 



• Boltの教科書 

 のMを求める 

 ノモグラム 



 

http://www.mcfh.co.jp/items/detail/56 
http://blog.goo.ne.jp/toshiou_goo/e/065492

95d8523560a42581f73512a4ce 



http://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/~inforsci/nomo.html 

 



（少ない文献） 

 



4変数のノモグラム 

 

The_Lost_Art_of_Nomography.pdfより 



 

The_Lost_Art_of_Nomography.pdfより 



 

The_Lost_Art_of_Nomography.pdfより 



３．ノモグラムの原理 

• このノモグラムを表す式は変数をu，v，wとして f1(u) + f2(v) = f3(w)    

• 相似三角比より 

 

• これより右の式 

  が求まる． 



４．Mを求める尺の設計 

• 気象庁のM決定の式（坪井の式，h<60km）は 

  logA＋1.73 logD ＝M＋0.83 

    f1(u)  f2(v)    f3(w) を割り当て． 

• 尺の長さパラメータ（両側の尺の長さを20cmとすると） 

  m1＝20/ (log100－log10)＝20 

  m2＝20/(1.73 *(log100－log10))＝11.6 

  m3＝m1m2 / (m1+ m2)＝7.33 

• 尺の目盛りの刻み（基線からの距離） 

  f1尺：20× (logA－log10) 

  f2尺：11.6×1.73(logD－log10) 

  f3尺：7.33×(M－(log10＋1.73log10－0.83)) 

 



５．尺の計算 

• 表計算ソフトで行う方法 

 ⇒計算は簡単であるが，尺の図を書くのが結
構，難しい． 

 ⇒計算だけやらせて，尺は物差しを使ってプ
ロットする方法もある． 

• フリーソフト（PyNomo）を用いる方法 

 ⇒Python言語の取り扱いにある程度慣れて
いる必要があるが，精緻で見事なpdf画像の
尺が短時間で作成できる． 



 



 



作成した尺と使用法 
 

 

波形記録は大阪管区気象台提供 



 

• 対数の性質 

 を図示できる 

 

掛け算・割り算 

⇒足し算・引き算 

x1/10 

-１ 

+1.73 

x10 

ノモグラムの 
意外な使用法 



 

Creating Nomograms with the PyNomo Softwareより 



 

Creating Nomograms with the PyNomo Softwareより 



恒星の距離を求める 

• m－M＝5log 10 r－5 

• M：絶対等級 

• m：実視等級 

• d：星の距離（光年） 



ノモグラムを作成するときの問題点 

• 日本語の資料がほとんど廃刊 

• 原理は意外とやっかい． 

• 表計算で簡単にできる計算 

• きちんとした尺は表計算では難しい 

• かと言ってPythonもなかなか手ごわい 

• 結局作成するときにはかなりの根性が必要 

• 上記に費やす時間と手間を考えると 

  ⇒費用対効果がそれほどあるのか？ 



ノモグラムのごりやく 

• 関数電卓にはない味わい！ 

• 目先を変える意外性 

• 難しい対数計算を図で原理から示すことができ
る． 

• 対数尺の不思議な性質を体験することができる． 

• 中学生，小学生でも使える． 

• アナログの素晴らしさを体験できる？！ 

• Python言語に親しむことができた（筆者の場合） 

 



地震のMを求める実際例 

• ポスター会場で， 

• 古田佐代子・廣田伸之（大阪管区気象台）・
岡本義雄（大阪教育大学）  

 による， 

 P-5 「気象庁59型地震計波形記録を用いた
学校教材の開発（実践編）」 

 

 をぜひご覧ください！！ 
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 ⇒近日中に主要部の翻訳（私家版）を完成予定． 

• 大阪管区気象台地震火山課古田佐代子氏には貴
重な地震波形の提供を受けたほか，数多くの示唆
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佐藤雄亮君には，Mを求める尺を使った実習を行い，
数多くの有益な助言をいただいた．感謝します． 

• 本研究には科研費基盤（C）No.25350200の補助を
いただいています． 
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